
２０１ 第 4 問解答案 
 
（１） 

1 nn PP  は、A で赤 B で赤、または、A で白 B で白を引けばよい。 
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（２） 

1 nn QP  は、A で白 B で赤を引けばよい。 
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1 nn RP  は、A で赤 B で白を引けばよい。 
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1 nn PQ  は、A で赤 B で白を引けばよい。 
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1 nn QQ  は、A で白 B で白を引けばよい。 
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1 nn RQ  は不可能。 

 

1 nn PR  は、A で白 B で赤を引けばよい。 
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1 nn QR  は不可能。 

1 nn RR  は、A で白 B で白を引けばよい。 
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遷移図を書くと以下のようになる。 

 



2Q  は、（1 回後、2 回後）＝（P、Q）(Q、Q) のいずれかなので 

遷移図より 
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2R  は、（1 回後、2 回後）＝（P、R）(R、R) のいずれかなので 

遷移図より 
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（３） 

最初はPで始まるので、対称性より nn RQ   

また、状態は P、Q、R のいずれかなので 1 nnn RQP  
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∴遷移図より 
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（４） 

（３）より 
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